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　本市では、高齢者の心身機能の維持や住民同士の交流促進、高齢者の生きがいづくりに繋げることを目的に、体操を取り入
れた住民主体の介護予防を推進している。
　これまでの経過としては、平成 17 年度に転倒予防を目的とした「やちよ元気体操（以下、体操）」を作成。この体操を取り
入れた住民主体の介護予防に資する人材を「やちよ元気体操応援隊（以下、応援隊）」と名付け、平成 18 年度から応援隊の
養成と活動支援を行っている。応援隊は自治会館や公園などの身近な場所を会場として自主グループを発足し、週１回程度、
地域住民が集い体操を継続している。応援隊を中心とした自主グループは平成 28 年６月末現在 58 グループ（屋内 49／屋
外９）となり、応援隊の活動は市内に広がっている。
　自主グループの参加者を対象としたアンケート調査では、身体機能の変化以外にも地域交流
や精神面での良好な変化が見られた。体力測定の結果からは低体力群において有意に改善する
傾向を認めている。取組の中心を担う応援隊からは「活動を通じて出会った方々が元気になっ
ていく姿・明るく変わっていく姿を目の当たりにする事で、やりがいや喜びを感じる」等の声を
聞くことができ、高齢者の生きがいや地域における役割の創出にも繋がっている。

キーワード 住民主体・運動習慣・地域交流・役割の創出

地域概要［千葉県八千代市］

取 組 の 活 動 範 囲： 
総 　 　 人 　 　 口：
65 歳 以 上 人 口：
75 歳 以 上 人 口：
一 般 世 帯 数：
高齢単身者世帯数：
高 齢 夫 婦 世 帯 数：

市区町村内の概ね全域
193,152 人
46,873 人 (24.3%) 
20,526 人 (10.6%) 
78,280 世帯
7,848 世帯 (10.0%) 
10,036 世帯 (12.8%) 

やちよ元気体操を取り入れた
住民主体の介護予防
八千代市　健康福祉部　健康づくり課

地域まるごと はつらつ大作戦!!取組名

受賞者

所在地 ●〒276-0042　千葉県八千代市ゆりのき台2-10(保健センター内)
電　話 ●047-483-4646
U R L ●http://www.city.yachiyo.chiba.jp/
E-mail●kenkou4@city.yachiyo.chiba.jp

所在地 ●〒922-8622　石川県加賀市大聖寺南町二41
電　話 ●0761-72-8186
U R L ●http://www.city.kaga.ishikawa.jp/
E-mail●kokoro@city.kaga.lg.jp

取組・事業の概要と特徴 体操を広める「応援隊」の活動が、生きがいや地域の役割に

　これまで市内介護保険事業所でおこなっていた介護予防活動を平成 27 年度より地区会館など住民にとってなじみのある身近な会
場で実施する事とした。
　事業立ち上げにあたり、市内の各まちづくり推進協議会（小学校区の市が提唱するまちづくり運動を推進するために組織された団
体）に地区の実情や事業実施にあたっての意向調査をおこない、要望があった地区に対して、事業所を公募し、事業開催している。
開催前には、地域ケア会議を実施し、地区の実情やどういった事業展開がいいかを話し合い運営
開催をむかえている。行政の一方的な事業実施ではなく、地区が予防の必要性を感じ、地区・事業所・
行政の全員が同じ方向性に向かって事業を開催することで継続して行える事業になっている。
　従来の介護保険事業所が中心となり運営していた事業から、地域住民が主体となり、介護保険
事業所・行政が一体となり運営していく介護予防活動になっている。内容としては、週１回、機器
なし筋トレや認知症予防などに取り組んでいる。また、全ての参加者に軒下マップ（これまでのつな
がりや大切にしている事、強みなどを示したもの）を作成し、本人の「したい事」の実現をめざし
た運営をしている。参加する事で、体力の向上や運動習慣の定着、閉じこもり予防などにも効果が
出ている。また、参加者だけでなく地域の協力員にとっても予防活動の場、役割作りの場でもあり、
地域に目を向け考える機会にもなっている。

取組・事業の概要と特徴

加賀市地域包括支援センター受賞者

介護予防活動の主体を地域住民に変えて「したい事」の実現へ

自治体部門 優良賞

自治体部門 優良賞

取組名

地域概要［石川県加賀市］

取 組 の 活 動 範 囲： 
総 　 　 人 　 　 口：
65 歳 以 上 人 口：
75 歳 以 上 人 口：
一 般 世 帯 数：
高齢単身者世帯数：
高 齢 夫 婦 世 帯 数：

小学校区単位
69,016 人
22,420 人 (32.5%)
10,782 人 (15.6%)
28,856 世帯
5,423 世帯 (18.8%)
3,086 世帯 (10.7%)キーワード 住民にとって身近な場所で、地域住民・介護保険事業所・行政が連携し運営する介護予防活動。

■取組の概要
　保健・医療・介護・福祉の各部門が集約した「袋井市総合健康センター（はーとふるプラザ袋井）」を、平成 27 年５月に地域包括ケアシステムの拠点として開設。施設内には行
政機関の他、社会福祉協議会、聖隷袋井市民病院、休日急患診療室がある。誰もが住み慣れた地域で健やかに自分らしく暮らし続ける地域包括ケアシステムの実現のために、関係
機関が連携しながら、地域住民と共に様々な健康づくりや介護予防などの活動を実施している。
■取組の特徴
① 施設内の行政部門と社会福祉協議会で連携し「総合相談窓口」を開設
　保健師や看護師、主任介護支援専門員や社会福祉士など多職種を配置して、「心をこめた」総合相談を実施。相談内容により地域包括支援センターなどの関係機関と連携。
② 居場所「おんないカフェ」の実施
　ボランティア「お元気サポーター」メンバーにより施設内の交流スペースで月に１回居場所「おんないカフェ」を実施。毎月20～ 30人ほどの参加がある。ひとり暮らしの高齢者や、
時には赤ちゃんや子供づれのお母さんも参加。世代を超えた交流があり、開催日には市内の障がい者の授産施設によるパン販売も実施。
③ 施設内で月に一回認知症カフェ「は～とふるカフェ」を開催
　保健師や看護師、ケアマネなど市職員の他、聖隷袋井市民病院の相談員（看護師）や認知症キャラバン・メイト、精神保健福祉士なども参加。
認知症の方や家族、認知症について心配な方などが参加し参加者どうしの交流の場、相談の場となっている。
④ センター内に「認知症初期集中支援チーム」を設置
　併設する市民病院との連携の強みを発揮して多職種がチームを組み、認知症が疑われる人や認知症状があるものの医療や介護保険サービスな
どにつながらず困っている方などを訪問し、受診につなげたり、医療やサービスなどの導入につなげるなどの支援を集中的に行っている。

キーワード 多職種・多機関の連携体制構築、総合相談窓口、居場所づくり、認知症カフェ、認知症初期集中支援チーム設置

地域概要［静岡県袋井市］

取 組 の 活 動 範 囲： 
総 　 　 人 　 　 口：
65 歳 以 上 人 口：
75 歳 以 上 人 口：
一 般 世 帯 数：
高齢単身者世帯数：
高 齢 夫 婦 世 帯 数：

市区町村内の概ね全域
87,174 人
19,286 人 (22.1%) 
9,037 人 (10.4%) 
32,761 世帯
2,474 世帯 (7.6%)
2,515 世帯 (7.7%)

赤ちゃんから高齢者まで、みんなで元気にしあわせに！
市民みんなで人生トータルの健康づくり「はーとふるプラザ袋井」
袋井市

大東元気でまっせ体操
「効きまっせ　若ぅなりまっせ　寝たきりならんで　儲かりまっせ」

取組名

受賞者

所在地 ●〒437-0061　静岡県袋井市久能2515-1
電　話 ●0538-84-7534
U R L ●http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/kenko_iryo/
E-mail●chiikihoukatsu@city.fukuroi.shizuoka.jp

所在地 ●〒574-0074　大阪府大東市谷川1丁目1番1号
電　話 ●072-870-0513（直通）
E-mail●koureisien@city.daito.lg.jp

取組・事業の概要と特徴 多職種・多機関が連携した地域包括ケア拠点

　大東元気でまっせ体操事業は、虚弱高齢者が元気になれる通いの場所を、元気な住民が主体となり取り組んでいる活動であり、
介護予防事業として市内各地で実施されている。市は、年２回の体力測定や高齢者の自立生活に必要な講話等の支援を行い、民生
委員、自治会などの連携のもと、地域高齢者の自立・見守りに大きく貢献している事業である。
　参加住民は、支えられる側から支える側にまわることで、生きがいや自信
につながっている。また地域住民同士の交流が活発となり、認知症予防や閉
じこもり予防につながっている。元気な高齢者と虚弱な高齢者が交流すること
で、自然な形で生活支援や見守りの目が育ってきている。

取組・事業の概要と特徴

大東市保健医療部　高齢支援課受賞者

元気な高齢者と虚弱高齢者の交流を通じた支援と見守り

自治体部門 優良賞

自治体部門 優良賞

取組名

地域概要［大阪府大東市］

取 組 の 活 動 範 囲： 
総 　 　 人 　 　 口：
65 歳 以 上 人 口：
75 歳 以 上 人 口：
一 般 世 帯 数：
高齢単身者世帯数：
高 齢 夫 婦 世 帯 数：

市区町村内の概ね全域
122,851 人
31,579 人 (25.71%) 
13,816 人 (11.24%) 
55,884 世帯
8,864 世帯 (15.9%)
15,245 世帯 (27.3%)キーワード あふれる笑顔　　幸せのまち大東づくり

介護保険事業所 

地域のお世話焼きさん。 
何かお手伝い、お世話したい方 
過去に市のサポーター養成講座
を受講された方    …など 

介護予防サポーター 
として参加 

各地区 

（内容） 
・運動機能向上（筋力トレーニングやスト
レッチなど）・認知症・口腔・栄養などについ
ての正しい知識を学習。 
・介護予防活動のリーダー的人材を養成。 

市内全体 

自宅 

送迎による
参加 

講座終了後 
介護予防サポーターとして参加 

過去に受講 

＜かがやき予防塾＞ 

＜ 地域型元気はつらつ塾＞ 

市民会館 
専門職によるプログラム・ 

送迎等の提供 

身近な公共施設（地区会館等） 

＜現行型元気はつらつ塾（市内４介護事業所）＞ 

かがやき予防塾修了生が事業所と
一緒に地域の人のために協力員
（お手伝いさん）として事業の運営を
担っています。 

地域まるごと はつらつ大作戦!! 

実際の様子 

健康づくり 
介護予防 

 

※新規・拡充事業 

◆見守りﾈｯﾄﾜｰｸ 

◆認知症対策の拠点   ◆ボランティア育成 
◆交流スペース     ◆地域福祉の推進 

 認知症カフェ・居場所 ◆障害者福祉の推進 

社会福祉協議会 
ボランティアセンター 

 

※新規・拡充事業 

◆健康チェック ◆病態別オーダーメイド指導 

◆栄養指導 ◆健康相談 ◆健康教育 

◆専門スタッフによる運動指導 

◆生活習慣病予防・認知症予防 
 理学療法士等と連携したロコモ予防 

 保健･予防 

認知症対策 
介護予防 

生活習慣病予防 
ロコモティブシンドローム予防 

医療連携 

在宅支援 

 
◆訪問診療・往診 

◆訪問介護・訪問看護 
◆訪問リハビリ 

はーとふるプラザ袋井 
（袋井市総合健康センター） 

 医療 
 
 
 

 介護・福祉 

※新規・拡充事業 

◆外来：内科(総合内科)、脳神経外科 

    整形外科、リハビリテーション科 

◆入院：一般・療養・回復期リハビリ病床 

    看取り 

◆一次救急のセンター化（日曜・祝日・年末年始） 

心をこめた 

総合相談窓口 

袋井市概要

※平成27年国勢調査

※加賀市長寿課調査（H28.4データ）

※平成28年度高齢者福祉行政の基礎調査

※市統計調査（平成28年９月30日現在）
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